
町議会
だより

編 集 長柄町議会広報編集特別委員会

ながら

第 ２ 回　臨 時 会

就任のあいさつ就任のあいさつ

議長　古
こさか
坂　勇

はやと
人 副議長　柴

しばた
田　孝

たかし

令和３年第２回臨時会において、私どもは議員多数のご信任をいただき、議長並びに副議長に就任いたし
ました。
身に余る光栄であり責任の重さに身の引き締まる思いでございます。
町議会といたしましては、町民生活を支える諸施策が着実に実行できるよう二元代表制のもと、行政と真
摯に議論を重ね常に緊張感を保ちながら、円滑な議会運営に努め町政の発展に全力を尽くしてまいります。
また、町民皆様のご期待に応えられるよう、議員一人ひとりがその使命と責任を自覚し自己研鑽に努めて
まいります。
結びに、町民の皆様のご多幸を心からご祈念申し上げますとともに、議会に対しまして一層のご支援・ご
協力をお願い申し上げ挨拶といたします。

令和３年長柄町議会第２回臨時会は、７月２９日に開催され議長等町議会構成が変わりました。議長は選
挙により古坂　勇人氏、副議長についても選挙を行い柴田　孝氏が選出されました。
その後、２つの常任委員会及び議会運営委員会の委員を選出し、それぞれ正副委員長を互選しました。

主な内容
第2回臨時会
臨時会で決まったこと �  10
第３回定例会
定例会で決まったこと �  13
決算監査報告 �  16
一般質問（3名） �  17
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委員長　本
もとよし
吉　敏

としこ
子 副委員長　三

さえぐさ
枝　新

しんいち
一 委員　古

こさか
坂　勇

はやと
人

当委員会は議員６名で構成されており、「総務課・企画財政課・税務住民課（税務）・産業振興課・建設環境課・
会計課・選挙管理委員会・議会事務局・農業委員会の所掌に関する事務の審査及び調査」を行います。
また、「その他の常任委員会の所掌に属しない事務の審査及び調査」も行います

総務事業常任委員会総務事業常任委員会

委員　山
やま
﨑
ざき
　悦
よし
功
かず

委員　柴
しばた
田　孝

たかし
委員　岡

おかべ
部　弘

ひろやす
安

住民教育常任委員会住民教育常任委員会
当委員会は議員５名で構成されており、「税務住民課（住民）・健康福祉課・教育委員会の所掌に関
する事務の審査及び調査」を行います。

委員長　星
ほしの
野　一

かずなり
成

委員　鶴
つるおか
岡　喜

き
豊
ほう

副委員長　池
いけざわ
沢　俊

とし
雄
お

委員　髙
たか
橋
はし
　智

ち え こ
恵子

委員　月
つきおか
岡　清

きよ
孝
たか
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当委員会は議員６名で構成されており、「議会の運営に関する事項」「議会の会議規則」「委員会条例等に関
する事項」「議長の諮問に関する調査」を行い議案・陳情等を審査します。

委員長　月岡　清孝　　副委員長　岡部　弘安　　委　員　星野　一成
委　員　本吉　敏子　　委　員　　三枝　新一　　委　員　池沢　俊雄

議会広報編集委員会は、議会の内容を広く住民に伝えるため、調査、検討を行い「ながら町議会だより」を
発行します。

委員長　岡部　弘安　　　副委員長　三枝　新一
委　員　本吉　敏子　　　委　員　鶴岡　喜豊　　　委　員　髙橋　智恵子　

議会運営委員会議会運営委員会

議会広報編集委員会議会広報編集委員会

※　○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、議長は裁決に加わらないため「－」で表示

令和３年長柄町議会第２回臨時会は、７月２９日の1日を会期として開催されました。提出された
案件は、承認1件で原案のとおり承認されました。

第２回臨時会　議案等審議結果一覧
議員名 結果 髙

橋
智
恵
子

岡
部　
弘
安

鶴
岡　
喜
豊

池
沢　
俊
雄

三
枝　
新
一

山
﨑　
悦
功

本
吉　
敏
子

星
野　
一
成

月
岡　
清
孝

柴
田　
　
孝

古
坂　
勇
人議案名

議決
結果

賛
成
反
対

承　認
第１号

専決処分の承認を求めることについて（令和３
年度長柄町一般会計補正予算（第２号））

原案
承認 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専　決　処　分専　決　処　分
承認第１号　専決処分の承認を求めることについて

（令和3年度長柄町一般会計補正予算（第２号））
7月3日の豪雨災害および新型コロナウイルス感染症のワクチンの集団接種に係る経費の補正であり
2,378万円を追加し、補正後の予算総額を50億1,753万3千円とする専決処分をしたものです。
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第 ３ 回　定 例 会
令和３年長柄町議会第３回定例会は、９月16日の１日間の会期で開催されました。提出された議案等は、
議案６件、報告３件、同意２件、発議案１件でそのうち議案第４号「令和２年度決算認定について」は各常任
委員会に付託し、閉会中の継続審査となりました。その他の議案はすべて原案のとおり同意、可決されまし
た。

第3回定例会　議案等審議結果一覧
議員名 結果 髙

橋
智
恵
子

岡
部　
弘
安

鶴
岡　
喜
豊

池
沢　
俊
雄

三
枝　
新
一

山
﨑　
悦
功

本
吉　
敏
子

星
野　
一
成

月
岡　
清
孝

柴
田　
　
孝

古
坂　
勇
人議案名

議 決
結 果

賛
成
反
対

議　案
第1号

長柄町使用料及び手数料条例の一部を改正
する条例の制定について

原 案
可 決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第2号

長柄町印鑑条例の一部を改正する条例の制
定について

原 案
可 決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第3号 指定管理者の指定 原 案

可 決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第4号 令和2年度決算認定 継続審査（各常任委員会へ付託） ―

報　告
第1号 令和2年度長柄町健全化判断比率について

報　告
第2号

令和2年度長柄町農業集落排水事業特別会
計資金不足比率について

報　告
第3号

令和2年度長柄町浄化槽事業特別会計資金
不足比率について

議　案
第5号

令和3年度長柄町一般会計補正予算（第3
号）

原 案
可 決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第6号

令和3年度長柄町介護保険特別会計補正予
算（第2号）

原 案
可 決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同　意
第1号

教育委員会委員の任命につき同意を求める
ことについて

原 案
同 意 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同　意
第2号

監査委員の選任につき同意を求めることに
ついて

原 案
同 意 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

発議案
第1号

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地
方税財源の充実を求める意見書

原 案
可 決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

※　○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、議長は裁決に加わらないため「－」で表示
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条例の一部改正条例の一部改正

指定管理者の指定指定管理者の指定

決算認定決算認定

議案第１号　長柄町使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正に伴い、マイナン
バーカードの再発行手数料については、発行元である「地方公共団体情報システム機構」が徴収すること
ができることとなったため、マイナンバーカードの再発行手数料の規定を削除するものです。

議案第２号　長柄町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について
マイナンバーカード取得者の利便性向上を図るため、コンビニでの証明の交付を受けることができるこ
とに伴い、印鑑条例の改正を行うものです。

議案第３号　指定管理者の指定
長柄町都市農村交流センターの指定管理者による管理が本年度末をもって終了となることから、令和４
年度からの指定管理者を選定するため公募を行ったところ、日本リノ・アグリ株式会社及び株式会社生光
園で構成する長柄わくわくチームが選定されたことについて、地方自治法第２４４条の２第６項の規定に
より議会の議決を求めるものです。

議案第４号　令和２年度決算認定
令和２年度決算認定については、より詳細な審査が必要なため各常任委員会による継続審議となりまし
た。（詳細についての各常任委員会の審査は 10月 14日、15日に実施されました。）

報　告報　告
報告第１号　令和 2年度長柄町健全化判断比率について
報告第２号　令和 2年度長柄町農業集落排水事業特別会計資金不足比率について
報告第３号　令和 2年度長柄町浄化槽事業特別会計資金不足比率について

報告第1号から3号の用語説明

健全化判断比率・・・ 町の「借金や赤字」と「資金不足」の比率のこと。一定値を超えると財政健全化計画などを
策定しなければならない。

資金不 足 比率・・・ 事業を行う上で、どれくらいお金が足りないのかを示す比率のこと。経営が悪化してい
る場合に早期対応できるよう、国が定めたもの。

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」では、地方公共団体の財政の健全性の基準、「早期健全化基
準」及び「財政再生基準」並びに「経営健全化基準」を設け、各基準を超えると地方公共団体は各計画を策
定し、行財政上の措置を講じることにより財政健全化を図ることになります。
この基準の比率のうち、健全化判断比率については４つの指標で表されますが、本町はいずれも国の定
める基準以下です。
資金不足比率については、農業集落排水事業特別会計及び浄化槽事業特別会計の両会計の資金不足はあ
りませんでした。
※詳細については、広報ながらNo.469（10月 19日発行）の２ページに掲載しています。
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補正予算補正予算

人事案件人事案件

議員発議議員発議

議案第５号　令和３年度長柄町一般会計補正予算（第３号）
予算現額に 1,803 万 5千円を追加し、補正後の予算総額を 50億 3,556 万 8千円とするものです。
主な内容は、免疫機能障害や腎機能障害といった更生医療給付に係る経費や交通安全プログラムに基づ
く通学路の区画線や路面表示に係る経費の増などによるものです。

議案第６号　令和３年度長柄町介護保険特別会計補正予算（第２号）
予算現額に 689万円を追加し、補正後の予算総額を 7億 7,594 万 3千円とするものです。
主な内容は、令和２年度分の介護給付費や地域支援事業交付金等の国への返還金などを予算計上するも
のです。

同意第１号　教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて
現職の窪木尚氏が本年 10月 15日で任期満了となるため、新たに平原由来氏を教育委員に任命するこ
とに同意を求めるものです。

同意第２号　監査委員の選任につき同意を求めることについて
現職の風戸不二夫氏が本年 10月 8日で任期満了となるため、新たに白井民夫氏を監査委員に選任する
ことに同意を求めるものです。

発議案第１号　コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
新型コロナウイルス感染症の拡大は甚大な経済的、社会的影響を及ぼしており、住民は生活の不安が続
いている中で、地方財政は巨額の財政不足が避けられない厳しい状況に直面しております。
地方自治体においては財政需要の増嵩が見込まれる社会保障等への対応に迫られており、このためには
地方税財源の充実が不可欠であります。
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し、地方税財源の充実を求める意見書を国会、関係行政庁に提出
するものです。
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新型コロナウイルス感染症予防
のため傍聴席は制限させていた
だきますのでご理解ご協力をお願
いします

（次回定例会は12月７日（火）からの予定です。）
議会本会議の会議録を長柄町ホームページにて公開していますので、是非ご覧ください。
町民の皆様方のご意見、ご要望等ありましたら議会事務局までご連絡いただければ幸いです

問い合わせ先　議会事務局　　☎35–2438

決算監査報告（要約）決算監査報告（要約）
令和２年度長柄町一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに関係書類を８月 18日、19日、23日の３

日間で監査を実施いたしました。
審査の結果ですが、各会計の予算額、収入済額、支出済額、歳入簿、現金受払簿により出納証書類と照査
の結果、決算は計数的に誤りがなく、出納処理の内容も正当なものであると認められました。
また、歳入歳出全般についての予算執行も適正に処理され、その執行実績についても所期の目的に沿い、
住民福祉の増進が図られていることが推察されました。
財産に関する調書につきましては、公有財産、物品、出資による権利及び基金について、それぞれ調書の
計数と財産台帳、備品台帳、預金通帳と照合した結果、計数はいずれも正確であると認められました。
決算規模を前年度と比較すると、歳入歳出とも決算額は増となっていました。
財政健全化法に基づく健全化判断比率の審査につきましては、一般会計の実質赤字比率及び一般会計と
各特別会計を合わせた連結実質赤字比率は各会計の実質収支に赤字が生じていないため該当がありません
でした。
実質公債費比率につきましては、標準税収入額の減少、地方債の償還開始等により前年度と比較し上昇
しました。
将来負担比率につきましては、地方債現在高の増加、充当可能基金の減少等により、前年度と比較し上
昇しました。
いずれの数値も早期健全化基準より低い数値となっていることから、本町においては健全な財政運営が
なされていると認められました。
今後も引き続き健全な財政運営をお願いし、決算監査報告といたします。

監査委員　風戸不二夫
髙橋智恵子
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１
．�子
ど
も
・
子
育
て
支

援
に
つ
い
て

問　
議
員

本
町
の
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
現
状
に
つ
い
て
伺

う
。答　

町
長

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

と
、
母
子
手
帳
の
配
布
の
際
に
案

内
を
行
い
、
利
用
の
拡
大
を
図
っ

て
い
る
。

開
設
後
、
７
月
末
ま
で
の
間
に

面
接
相
談
18
件
の
ほ
か
、
出
産
後

の
訪
問
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

問　
議
員

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
を
、

な
が
ら
こ
ど
も
園
内
で
で
き
る
よ

う
提
案
す
る
が
考
え
を
伺
う
。

答　
町
長

助
成
の
利
用
実
績
を
踏
ま
え
る

と
、
現
時
点
で
は
現
行
の
方
法
で

対
応
し
た
い
。

２
．�ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

つ
い
て

問　
議
員

本
町
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実

態
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
教
育
長

本
町
で
は
関
係
機
関
等
か
ら
の

実
例
の
報
告
は
な
い
。

問　
議
員

学
校
で
先
生
な
ど
が
児
童
・
生

徒
の
状
況
に
気
づ
く
場
合
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
そ
の
場
合
の
学
外

と
の
連
携
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
教
育
長

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
疑
わ
れ
る

子
供
が
い
た
場
合
は
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
に
よ
る
面
接

や
関
係
機
関
と
情
報
共
有
し
必
要

し
て
い
く
。

問　
議
員

災
害
時
妊
産
婦
や
障
害
者
の

方
々
が
、
避
難
所
の
代
わ
り
に
ホ

テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施
設
を
利
用
し

た
場
合
の
宿
泊
費
の
助
成
を
検
討

す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
考
え

を
伺
う
。

答　
町
長

当
面
は
町
有
施
設
の
有
効
活
用

を
図
り
、対
応
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
ス

ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
12
台
を
確
保
し

て
い
る
が
、
水
分
の
補
給
、
塩
分

の
補
給
、
体
温
を
正
常
に
保
つ
よ

う
に
日
差
し
を
よ
け
る
、
温
度
や

湿
度
に
気
を
つ
け
る
、
家
族
や
周

囲
の
体
調
を
気
に
か
け
る
等
を
避

難
者
に
心
が
け
て
い
た
だ
く
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　
議
員

避
難
所
に
お
け
る
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
昨
年
度
中
に
作
成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
が
進
捗
を
伺

う
。答　

町
長

昨
年
７
月
に
作
成
し
、
８
月
の

自
治
会
長
会
議
の
際
に
配
布
し

た
。問　

議
員

避
難
所
キ
ッ
ト
の
導
入
に
つ
い

て
進
捗
を
伺
う
。

答　
町
長

避
難
所
キ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

職
員
や
住
民
が
時
系
列
的
に
容
易

に
動
け
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

昨
年
、
避
難
所
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
整
備
し
、
今
後
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
沿
っ
た
防
災
訓
練
等
を
実
施

し
、
よ
り
良
い
も
の
に
順
次
整
備

に
応
じ
個
別
ケ
ー
ス
会
議
を
開

催
し
、
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。問　

議
員

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
策
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
伺

う
。答　

教
育
長

子
供
自
ら
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン

を
発
信
で
き
る
よ
う
に
、
常
日
頃

か
ら
子
供
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
学
業
や
子
供
の

健
や
か
な
成
長
を
育
む
こ
と
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
子
供
の

心
身
の
負
担
を
軽
減
ま
た
は
解
消

す
る
た
め
、
関
係
機
関
等
と
連
携

し
た
上
で
必
要
な
公
的
支
援
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

３
．防
災
対
策
に
つ
い
て

問　
議
員

避
難
所
に
お
け
る
感
染
対
策
と

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、
本
町
の

取
組
み
を
伺
う
。

答　
町
長

感
染
す
る
リ
ス
ク
を
避
け
る
た

め
、
在
宅
避
難
や
親
戚
や
知
人
宅

へ
の
避
難
を
お
願
い
し
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

―
議
員
３
名
が
町
政
を
問
う
―

―
議
員
３
名
が
町
政
を
問
う
―

本
吉　
敏
子

本
吉　
敏
子  
議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
？

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、
家

族
に
ケ
ア
を
要
す
る
人
が

い
る
場
合
に
、
大
人
が
担
う

よ
う
な
ケ
ア
責
任
を
引
き
受

け
、
家
事
や
家
族
の
世
話
、

介
護
、
感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
を
行
っ
て
い
る
18
歳
未

満
の
子
ど
も
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
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１
．�地
方
創
生
に
向
け
た

町
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
議
員

知
事
が
訪
町
さ
れ
意
見
交
換
を

さ
れ
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
施

策
で
課
題
に
取
り
組
む
か
伺
う
。

答　
町
長

テ
ー
マ
を「
県
立
笠
森
鶴
舞
自

然
公
園
内
の
規
制
緩
和
」と「
Ｓ

Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
の
農
振
除
外
基
準

の
緩
和
」と
し
た
。
地
勢
等
か
ら

な
る
課
題
や
問
題
点
を
ご
覧
い
た

だ
け
た
こ
と
は
意
義
深
い
と
感
じ

て
い
る
。

問　
議
員

相
続
者
が
住
み
慣
れ
た
ふ
る
さ

と
に
住
み
続
け
た
い
気
持
ち
に
な

り
、
地
域
で
活
躍
で
き
る
よ
う
な

施
策
、例
え
ば
、「
通
勤
通
学
等
の

支
援
」「
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
」

「
家
督
相
続
の
支
援
」な
ど
、安
心

し
て
定
住
し
て
い
た
だ
け
る
生
活

環
境
支
援
制
度
を
総
合
的
に
見
直

し
検
討
し
て
は
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

事
業
計
画
に
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答　
建
設
環
境
課
長

上
流
域
の
水
上
地
区
と
徳
増
地

域
の
２
つ
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

選
定
し
た
が
、
町
に
合
っ
た
計
画

を
長
柄
部
会
で
検
討
し
た
い
。

問　
議
員

町
長
の
施
政
方
針
に「
地
域
防

災
力
を
一
番
に
」と
あ
る
が
、
ど

う
取
り
組
む
か
伺
う
。

答　
町
長

「
自
主
防
災
組
織
未
設
置
の
15

自
治
会
へ
の
設
置
推
進
」、「
講
習

会
の
開
催
」ま
た
、
避
難
所
で
の

女
性
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
や
配
慮
、

女
性
高
齢
者
の
ケ
ア
な
ど
地
域
共

助
の
取
組
み
に
女
性
の
参
加
を
促

し
た
い
。

評
価
す
る
等
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
上
げ
る
こ
と
が
、
研
修
の
効
果

を
上
げ
、
組
織
の
強
化
が
図
れ
る

も
の
と
考
え
る
。

問　
議
員

防
災
体
制
を
含
め
専
門
知
識
や

経
験
を
積
ま
せ
た
職
員
の
効
率
的

か
つ
効
果
的
に
工
夫
さ
れ
た
教
育

指
導
が
重
要
と
考
え
る
が
見
解
を

伺
う
。

答　
総
務
課
長

現
場
の
実
践
的
な
仕
事
は
、
上

司
、
先
輩
、
仲
間
同
士
で
交
流
し

合
っ
て
色
々
な
人
間
面
で
の
環
境

整
備
は
、大
事
と
考
え
る
。

２
．�一
宮
川
流
域
治
水
事

業
に
つ
い
て

問　
議
員

市
町
村
部
会
で
の
協
議
内
容

と
今
年
末
と
す
る
上
流
域
の
事

業
計
画
を
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
か
伺
う
。
併
せ
て
、
上
流

域
の
地
元
役
員
会
を
行
っ
た
が

そ
の
内
容
。
ま
た
、
水
上
川
上
流

部
の
流
出
抑
制
対
策
な
ど
、
長
南

町
と
連
携
し
、
ど
う
取
り
組
む
か

伺
う
。

答　
町
長

助
成
制
度
の
大
小
だ
け
で
な

く
、
利
便
性
や
住
み
や
す
さ
、
町

の
活
気
、
ふ
る
さ
と
愛
と
い
っ
た

町
民
目
線
の
町
の
総
合
力
が
重
要

と
理
解
す
る
。
一
層
住
み
や
す
い

町
づ
く
り
に
邁
進
す
る
。

問　
議
員

業
務
上
の
専
門
知
識
と
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
、
特
に
自
然
災
害
が
多
発

し
被
害
が
増
大
す
る
状
況
で
は
、

技
術
職
の
育
成
が
重
要
と
考
え

る
。知

識
と
経
験
に
よ
り
業
務
の
効

率
化
と
経
費
の
節
減
が
図
れ
る
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。
併
せ

て
、
職
員
提
案
の
積
極
的
な
取
り

入
れ
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
町
長

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

や
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
の
研
修
を

積
極
的
に
受
講
さ
せ
て
い
る
。
職

員
の
提
案
は
、
人
事
評
価
制
度
の

中
で
提
案
の
制
度
を
設
け
て
い

る
。
頑
張
っ
た
職
員
に
は
正
し
く

答　
町
長

市
町
村
部
会
で
、
上
流
域
の
河

川
整
備
案
の
概
要
や
農
地
の
遊
水

機
能
の
説
明
、
そ
れ
ら
の
対
策
を

検
討
す
る
モ
デ
ル
地
区
を
水
上
川

上
流
地
区
と
徳
増
地
区
で
進
め
る

こ
と
な
ど
が
決
ま
っ
た
。

水
上
川
最
上
流
部
の
自
治
会
役

員
と
の
意
見
交
換
で
は
、
ビ
ジ
ョ

ン
な
ど
の
浸
水
対
策
案
の
議
論
が

行
わ
れ
、
上
流
部
が
中
下
流
域
の

た
め
に
で
き
る
浸
水
対
策
と
し

て
、
保
水
能
力
を
高
め
、
時
間
を

か
け
て
中
下
流
に
流
す
な
ど
、
建

設
的
な
意
見
が
あ
っ
た
。
具
体
的

な
対
策
を
部
会
の
皆
様
と
取
り
組

み
た
い
。

長
南
町
と
の
連
携
は
、
流
域
全

体
の
関
係
者
に
よ
る
対
策
に
よ

り
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
流
域

治
水
の
実
現
に
は
、
必
要
と
考

え
る
。

問　
議
員

流
域
治
水
事
業
は
小
規
模
な
新

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
進
め
る
中
、

刑
部
地
区
の
作
り
手
が
な
い
農
地

を
調
整
池
等
に
利
活
用
す
る
流
出

抑
制
対
策
を
と
り
ま
と
め
、
補
助

柴
田　
孝

柴
田　
孝  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）
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１
．�長
柄
町
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
つ
い
て

問　
議
員

各
学
校
で
児
童
・
生
徒
に
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
意
識
づ
け
に
つ
な
が
る
機

会
や
学
習
な
ど
を
行
っ
て
い
る

か
。
ま
た
は
そ
の
予
定
は
あ
る
か

伺
う
。

答　
教
育
長

各
教
科
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
、
特
別
活
動
な
ど
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
へ
の
意
識
づ
け
、
持
続
可
能
な

社
会
づ
く
り
の
担
い
手
を
育
む
教

育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

問　
議
員

Ｅ
Ｓ
Ｄ（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に

貢
献
す
る
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
教
育
）を
授
業
に
取
り
入
れ

て
い
る
か
。
ま
た
は
、
予
定
は
あ

る
か
伺
う
。

答　
教
育
長

小
中
学
校
に
お
い
て
、
学
習
指

導
要
領
等
に
の
っ
と
り
、
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
が
授
業

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

答　
町
長

田
島
先
生
に
よ
る
職
員
向
け
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
毎
年
行

わ
れ
て
お
り
、
こ
の
勉
強
会
は
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
役
立
つ
も

の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
千
葉

県
総
務
部
市
町
村
課
に
職
員
を
１

年
間
研
修
生
と
し
て
派
遣
し
て
お

り
、
今
年
で
３
年
目
と
な
っ
て
い

る
。
県
へ
の
職
員
派
遣
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
課
に
限
ら
ず
、
本
町

の
中
長
期
的
な
課
題
に
対
応
す
べ

く
、
様
々
な
部
署
へ
の
派
遣
を
考

え
た
い
。

公
民
館
で
は
塾
や
習
い
事
教
室

に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、「
主

催
こ
ど
も
教
室
」、「
な
が
ら
学
習

教
室
」を
実
施
し
て
い
る
。

新
公
民
館
が
完
成
す
る
こ
と
を

契
機
に
、
子
ど
も
た
ち
の
要
望
に

応
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
か
検
討

し
て
い
く
。

問　
議
員

職
員
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
意

識
、
情
報
共
有
、
情
報
発
信
は
で

き
て
い
る
か
、
ま
た
内
閣
府
が
推

奨
す
る
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

取
組
み
と
今
後
の
考
え
方
に
つ
い

て
伺
う
。
併
せ
て
、
長
柄
町
が
抱

え
る
問
題
を
、
具
体
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
当
て
は
め
て
提
案
し
、with

コ
ロ
ナ
時
代
を
も
捉
え
た【
長
柄

町
版
モ
デ
ル
】の
作
成
が
必
要
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答　
町
長

本
町
で
は
２
０
１
８
年
か
ら
タ

ウ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
千

葉
大
学
の
田
島
助
教
授
に
勤
務
い

た
だ
い
て
お
り
年
５
回
か
ら
10
回

程
度
の
若
手
職
員
向
け
の
地
方

創
生
勉
強
会
、
な
が
ら
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
開
催
し
て
い

問　
議
員

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
の
４
番
目
に
、

「
質
の
高
い
教
育
を　
み
ん
な
に
」

と
い
う
項
目
が
あ
る
。
長
柄
町
の

児
童
・
生
徒
、
保
護
者
に
満
足
し

て
も
ら
え
て
い
る
か
、
ま
た
、
中

学
校
で
は
進
学
対
応
は
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
て
い
る
か
伺
う
。
町
内

に
は
民
間
の
塾
や
習
い
事
教
室
が

少
な
い
と
思
う
が
、
今
後
、
要
望

や
必
要
に
応
じ
て
公
民
館
を
活
用

す
る
な
ど
の
環
境
整
備
を
し
て
い

く
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

答　
教
育
長

各
学
校
の
保
護
者
、
児
童
・
生

徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
れ
ば
小

中
学
校
と
も
に
、保
護
者
、児
童・

生
徒
か
ら
約
９
割
の
肯
定
的
な
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

中
学
校
に
お
い
て
は
、
計
画
的

な
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
進
路
指
導
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
進
学
対
応
に

つ
い
て
は
、
進
路
指
導
計
画
に
基

づ
き
指
導
が
展
開
さ
れ
、
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

る
。
２
０
１
９
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
で
は「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ま
ち

づ
く
り
実
践
塾
」と
題
し
、
各
担

当
課
の
業
務
内
容
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ゴ
ー
ル
を
結
び
つ
け
た
２
０
３
０

年
の
長
柄
町
の
あ
り
た
い
姿
に
つ

い
て
議
論
を
交
わ
し
取
り
ま
と
め

た
。
こ
の
内
容
は
第
５
次
総
合
計

画
の
前
期
基
本
計
画
に
反
映
さ
れ

て
い
る
。

今
後
の
考
え
方
、
な
が
ら
モ
デ

ル
に
つ
い
て
は
先
ほ
ど
申
し
上
げ

た
２
０
３
０
年
の
長
柄
町
の
あ
り

た
い
姿
の
中
で
ま
と
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
は
第
５
次
総
合
計
画

に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

２
．人
材
育
成
に
つ
い
て

問　
議
員

町
職
員
の
提
案
、
各
団
体
、
町

民
の
意
見
や
要
望
を
取
り
入
れ
る

こ
と
は
、
町
の
発
展
・
活
力
を
生

み
出
す
た
め
に
は
重
要
と
考
え
る

が
、
現
在
、
活
発
か
つ
柔
軟
に
行

わ
れ
て
い
る
か
。ま
た
、職
員
の
専

門
知
識
と
経
験
を
育
成
す
る
た
め

の
人
材
育
成
が
充
実
し
て
い
な
い

よ
う
に
見
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

髙
橋
髙
橋　　
智
恵
子

智
恵
子  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
？

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
英
語
の

「Sustainable Development Goals

」

の
略
で
、日
本
語
に
訳
す
と「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
」と
な
り

ま
す
。２
０
１
５
年
の
国
連
サ

ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
国
際

目
標
で
、２
０
３
０
年
ま
で
に
、

貧
困
や
飢
餓
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、

気
候
変
動
、平
和
的
社
会
な

ど
、持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
17
の
目
標
の
達
成
を
目
指

す
も
の
で
す
。
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